
100万人国会請願署名100万人国会請願署名をを実施実施
持
続
可
能
の
建
設
業
の
実
現
に
向
け
、
全
建
総
連
で

は
「
持
続
可
能
の
建
設
業
の
実
現
に
向
け
た
1
0
0
万

人
国
会
請
願
署
名
」
に
取
り
組
み
、
請
願
採
択
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
県
連
で
も
県
選
出
の
国
会
議

職
人
さ
ん
に
出
会
う
日
の
イ
ベ
ン
ト
が
県

内
12
か
所
の
会
場
で
、
８
月
20
日（
日
）に
開

催
さ
れ
、
親
子
連
れ
が
椅
子
づ
く
り
な
ど
の

工
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。

青
年
部
幹
事
会
で
の
総
括
で
は
、
当
日
は

非
常
に
暑
か
っ
た
こ
と
や
、
３
年
間
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
知
名
度
不
足
に
よ

り
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
会
場
が
あ
る
一
方
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
共
催
に
と
も
な
う
相
乗

効
果
で
、
用
意
し
て
い
た
工
作
キ
ッ
ト
が
開

始
早
々
に
な
く
な
る
会
場
も
あ
る
な
ど
の
実

態
報
告
が
あ
り
、
次
回
開
催
に
向
け
て
の
課

題
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
供

た
ち
に
工
作
の
体
験
を
通
し
て
職
人
の
仕
事

を
知
っ
て
も
ら
い
、
職
人
の
技
術
と
心
意
気

を
示
す
貴
重
な
Ｐ
Ｒ
の
機
会
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
多
く
の
組
合
員
の
応
援
の
も
と
、

課
題
を
検
討
・
対
応
し
な
が
ら
、
青
年
部
を

中
心
に
引
き
続
き
開
催
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

員
を
通
じ
て
、
国
会
へ
の
請
願
書
の
提
出
に
取
り
組
み
ま

す
。請

願
は
国
民
が
国
会
に
対
す
る
要
望
を
直
接
国
会
に
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
憲
法
16
条
で
国
民
の

権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
請
願
署
名
に
取
り
組
む
背
景
に
は
、
建
設
業
に

お
け
る
長
時
間
労
働
の
是
正
や
適
切
な
賃
金
水
準
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
人
材
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
こ
と
や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
の
解
消
が
急
務
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
こ
の
状
況
が
続
き
、
建
設
労
働

者
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
社
会
資
本

の
維
持
管
理
・
更
新
が
困
難
と
な
り
、
国
民
生
活
に
甚
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
、
私
た
ち
建
設
業
に
従
事
す
る

者
だ
け
で
な
く
、
政
府
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
「
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に

関
す
る
法
律
」
に
も
と
づ
き
策
定
さ
れ
た
第
10
次
建
設
雇

用
改
善
計
画
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
国
土
交
通

省
で
は
国
土
交
通
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
請
負
契
約
の
透

明
化
に
よ
る
適
切
な
リ
ス
ク
分
担
、
適
切
な
労
務
費
な
ど

の
確
保
や
賃
金
行
き
渡
り
の
担
保
、
魅
力
あ
る
就
労
環
境

を
実
現
す
る
働
き
方
改
革
と
生
産

性
向
上
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
お

り
、
9
月
19
日
の
中
間
と
り
ま
と

め
（
別
紙
参
照
）

を
受
け
て
、

2
0
2
4
年
に
は
建
設
業
法
等
の

改
正
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
全

建
総
連
で
は
以
下
の
3
点
を
要
望

事
項
と
し
て
国
会
に
請
願
し
、
こ

の
取
り
組
み
を
当
県
連
で
も
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
す
の
で
、
請
願

書
署
名
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

私たちの要望事項
①�建設労働者の雇用改善、能力開発の推進及び向
上を図ると共に、高い水準の賃上げに向けた環境
整備に努めること。
②�建築大工をはじめとした若年者等の入職・定着を
促進し、建設業の担い手確保・育成を推進すること。
③�建設キャリアアップシステムの普及促進を図ること。

職人さん職人さんにに出会う日開催出会う日開催第42回県連地区対抗ソフトボール大会
福野チームが優勝‼

第42回県連地区対抗ソフトボール大会が８月27日（日）、富山市婦中町羽根ピース
フル公園で開催されました。
本大会は令和元年度の実施以来、新型コロナウイルス感染拡大防止のため３年間開
催を中止しており、４年振りの開催となりました。
参加チームはそれぞれの地区予選を勝ち抜いてきた、上市、富山、西高岡、福野の精
鋭４チームで、トーナメント形式で試合を行いました。
当日は連日続いていた猛暑日も途切れたものの、30℃を超えるなかでの試合とな
りましたが、試合に臨んだ選手たちの見せる、暑さを感じさせない好プレーに対し、観
客から惜しみない応援の声が寄せられ、会場は大いに盛りあがりました。
対戦結果については、別表のとおり福野チームが接戦を制して優勝し、最優秀選手
に福野チームの米原孝騎さんが選ばれました。

団体賞
優　勝　　福野チーム
次　勝　　西高岡チーム
三　位　　上市チーム

個人賞（敬称は省略）
最優秀選手賞	 米原	孝騎（福野）
個人敢闘賞
宮本	宏志（福野）　牧田	英治（西高岡）
高田	　衛（上市）　船	　　誠（富山）

開催日：８月27日（日）　　場所：富山市婦中町羽根ピースフル運動公園
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下請けは受けず、
元請け手刻みの仕事で

Ｑ　

大
工
に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ　

学
校
卒
業
後
、
運
転
手
な
ど
を

し
て
い
た
が
、
24
歳
の
時
に
父
が
亡

く
な
っ
た
。
瓦
職
人
を
し
て
い
た
従

兄
弟
に
な
ら
っ
て
自
分
も
手
に
職
を

付
け
よ
う
と
、
大
工
を
志
し
た
。

中
卒
や
高
卒
の
10
代
で
弟
子
入
り

す
る
の
が
当
た
り
前
の
大
工
の
世
界

で
、
24
歳
と
高
齢
の
自
分
は
な
か
な

か
受
け
入
れ
先
が
見
つ
か
ら
ず
苦
労

し
た
が
、
当
時
の
親
方
だ
け
が
弟
子

入
り
を
承
諾
し
て
く
れ
、
無
事
に
修

行
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｑ　

そ
の
後
の
独
立
は
？

Ａ　

弟
子
入
り
し
て
8
年
ほ
ど
経
っ

た
頃
、
親
方
が
急
死
し
、
意
図
せ
ず

独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
親
方
の

元
で
経
験
を
積
ん
で
い
た
と
は
言
え
、

ま
だ
修
行
中
の
身
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
独
立
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
た

が
、
ち
ょ
う
ど
結
婚
し
た
妻
の
兄
が

た
ま
た
ま
大
工
を
し
て
お
り
、
一
緒

に
事
業
を
始
め
た
。

昔
は
仕
事
も
従
業
員
も
多
く
い
た

頃
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
弟
子
2
人

の
ほ
か
、
息
子
が
設
計
を
担
当
。
受

注
は
元
請
け
の
み
で
、
プ
レ
カ
ッ
ト

で
は
な
く
す
べ
て
手
作
り
の
手
刻
み
。

プ
レ
カ
ッ
ト
よ
り
も
手
刻
み
の
方
が

お
客
さ
ん
に
と
っ
て
も
安
く
あ
が
る
。

下
請
け
は
金
額
面
の
ほ
か
時
間
や
制

約
が
厳
し
く
、
他
の
仕
事
と
の
折
り

合
い
が
付
か
な
い
た
め
、
受
け
て
い

な
い
。

Ｑ　

印
象
に
残
っ
て
い
る
仕
事
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

一
般
住
宅
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
施

主
の
希
望
で
漆
喰
づ
く

り
の
白
壁
に
付
け
柱
が

特
徴
の
住
宅
。
手
刻

み
で
の
施
工
を
希
望
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
頃
は
非
常
に
忙

し
か
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
プ
レ

カ
ッ
ト
で
の
施
工
と
な
っ
た
。

他
に
は
、
木
目
と
造
作
が
美
し
い

門
扉
。
高
級
木
材
の
青
森
ヒ
バ
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、
製
作
費
一
千
万

円
も
の
贅
沢
な
造
り
で
、
住
宅
を
囲

む
塀
も
合
わ
せ
て
施
工
し
た
。

住
宅
以
外
で
は
、
指
名
さ
れ
施
工

し
た
鳥
居
や
、
祭
り
用
の
山
車
（
3

尺
×
4
尺
）
な
ど
。
山
車
は
全
部
で

各
町
の
5
台
ほ
ど
製
作
し
た
。

高岡地協　氷見支部
西川 清昭さん

朝
日
建
築
組
合
が
あ
る
朝
日
町

は
、
富
山
県
の
東
端
の
入
り
口
に

あ
り
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
人
口

約
一
万
人
の
町
で
す
。
三
，〇
〇

〇
ｍ
の
山
々
が
連
な
る
北
ア
ル
プ

ス
が
間
近
に
そ
び
え
、
最
高
峰
の

白
馬
岳
か
ら
ヒ
ス
イ
海
岸
ま
で
は
、

直
線
距
離
で
30
㎞
。
非
常
に
コ
ン

パ
ク
ト
な
が
ら
深
海
一
，〇
〇
〇
ｍ

か
ら
標
高
三
，〇
〇
〇
ｍ
ま
で
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
・
地
形
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

春
に
は
残
雪
の
白
馬
・
朝
日
岳

の
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
、
約
二

八
〇
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
桜
並

木
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
菜
の
花
が

咲
き
誇
る
奇
跡
の
農
村
風
景
が
楽

し
め
る
、
あ
さ
ひ
舟
川
「
春
の
四
重

奏
」
が
有
名
で
す
。
ま
た
「
シ
ャ

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
共
済
の

共
済
事
務
に
関
す
る
研
修
会
が
、
８

月
23
日（
水
）に
各
支
部
か
ら
事
務
担

当
者
23
名
が
出
席
し
、
県
連
2
階
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
の
開
催
に
あ
た
り
山
本
浩

二
広
報
委
員
会
委
員
長
か
ら
開
会
挨

拶
を
受
け
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ

ｐ
富
山
推
進
本
部
富
山
支
所
の
田
中

利
幸
氏
よ
り
ス
ク
ラ
ム
共
済
、
任
意

当
県
連
で
は
、
組
合
員
の
相
互
扶

助
に
よ
る
組
合
員
の
た
め
の
福
祉
向

上
を
目
的
に
、
共
済
活
動
と
し
て
、

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の
共
済
制

度
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
ス
ク
ラ
ム
共
済
は
、
上
記

目
的
の
観
点
か
ら
組
合
員
全
員
に
加

入
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
他
の
共

済
に
つ
い
て
は
組
合
員
の
判
断
に
も

と
づ
き
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
共
済
活
動
は
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
か
ら
の
委
託
に
も
と
づ
く

共
済
代
理
業
務
で
は
な
く
、
当
連
合

会
の
組
合
員
の
た
め
に
行
う
共
済
活

動
で
あ
り
、
共
済
契
約
等
に
か
か
わ

る
事
務
手
続
き
は
、
組
合
員
か
ら
の

委
任
に
も
と
づ
き
県
連
な
ら
び
に
県

連
の
支
部
で
あ
る
地
区
建
築
組
合
の

ク
ナ
ゲ
寺
」
と
呼
ば
れ
る
境
地
区
の

護
国
寺
は
、
四
月
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

五
月
に
ツ
ツ
ジ
、
六
月
に
は
サ
ツ
キ

と
色
と
り
ど
り
の
花
を
楽
し
め
ま
す
。

秋
の
紅
葉
も
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、

池
泉
回
遊
式
庭
園
を
の
ん
び
り
散
策

す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

そ
し
て
朝
日
町
の
郷
土
料
理
と
言

え
ば
「
た
ら
汁
」。
た
ら
汁
街
道
と

呼
ば
れ
る
国
道
８
号
線
沿
い
に
は
、

各
店
自
慢
の
た
ら
汁
が
楽
し
め
ま
す
。

ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
を
一
匹
ま
る
ご
と
ぶ

つ
切
に
し
て
、
身
、
頭
、
肝
、
白
子
、

真
子
を
使
っ
て
豪
快
に
煮
込
ま
れ
た

「
た
ら
汁
」
は
郷
土
料
理
と
し
て
そ
の

味
を
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
宮
崎
地
区
の
稚
児
舞
、

各
地
区
の
獅
子
舞
は
見
応
え
が
あ
り

ま
す
。
人
と
人
を
つ
な
ぐ
農
村
の
文

化
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
バ
タ
バ
タ
茶

会
な
ど
受
け
継
が
れ
て
き
た
心
豊
か

な
暮
ら
し
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
継

承
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
紹
介
し
た
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
海
も
あ
っ
て
、

山
も
あ
っ
て
、
自
然
の
恵
み
に
あ
ふ

れ
、
素
朴
で
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲

気
が
漂
う
富
山
の
東
の
入
り
口
、
朝

日
町
。
訪
れ
る
と
た
く
さ
ん
の
出
会

い
と
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

（
投
稿
／
朝
日
支
部　

田
中　

良
）

事
務
局
が
代
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
、

県
連
、
地
区
組
合
事
務
局
と
も
個
人

情
報
保
護
法
に
も
と
づ
き
、
厳
重
に

取
扱
っ
て
い
ま
す
。

な
お
掛
金
の
支
払
に
つ
い
て
は
、

ス
ク
ラ
ム
共
済
、
交
通
災
害
共
済
、

住
ま
い
る
共
済
は
地
区
組
合
、
県
連

を
通
じ
て
支
払
い
、
そ
の
他
共
済
は

組
合
員
の
個
人
口
加
入
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

事
故
や
災
害
に
遭
わ
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●共済加入状況（2023年７月末現在）
種別 共済名 件数 前年

スクラム共済 スクラム共済 3,881 3,979

任意共済

住まいる共済 141 163
自然災害共済 51 52
交通災害共済 83 95
終身共済 2件 2
個人長期共済 15 20
こくみん共済 62 59
マイカー共済 95 89

●共済金支払状況（2022年８月～2023年７月）
種別 共済名 件数 支払金額 備考 前年件数 前年金額

スクラム共済
慶弔（火災）共済 3 90,000 1 10,000
交通災害共済 5 237,000 入院・通院 2 413,000

小　計 8 327,000 3 423,000
火災・自然災害共済 0 0 2 172,500
こくみん共済 4 150,000 病気入院 3 1,530,000
総合医療共済 0 0 0 0
個人せいめい共済 1 1,000,000 死亡 1 4,000,000

マイカー共済 7 860,309 対人、対物、人身傷害、車両、弁護士 7 1,393,390

小　計 12 2,010,309 13 7,095,890
合　計 20 2,337,309 16 7,518,890

★マイカー共済のみ共済金支払状況は、2022年6月～2023年5月までの実績を集計

● スクラム共済（慶弔火災FA型10口＋交通災害共済10口）
の保障額 （単位：円）

保障内容 保障額

交
通
事
故

交通事故による死亡 1,000,000
交通事故による障がい
（重度障がいを含む）

最高1,000,000
最低40,000

交通事故による入院
入院５日目～
最高180日 日額2,000

入院４日目まで 日額1,000
交通事故による通院（最高90日） 日額1,000

住
宅
災
害

火災
落雷、ガス爆発、車両の
飛び込み等を含む
※落雷は別基準あり

全焼・全壊 1,000,000

半焼・半壊 最高900,000
最低500,000

一部焼・一部壊 最高300,000
最低50,000

風水害による損壊

全壊・流失 300,000
半　壊 150,000

床上浸水 最高150,000
最低10,000

一部壊
（損害額100万円以上） 30,000

一部壊
（損害額20万円以上） 10,000

地震による損害
※地震災害見舞金含む

全　損 200,000
大規模半損 120,000
半　損 100,000
一部損 20,000

月払い掛金 150

共
済
の
2
0
2
３
年
７
月
末
の
加

入
者
数
、
昨
年
1
年
間
の
当
県
連

組
合
員
へ
の
共
済
金
の
支
払
状
況

の
報
告
、
契
約
の
更
新
と
新
規
加

入
に
関
す
る
手
続
き
お
よ
び
各
種

共
済
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
講
習

を
受
け
ま
し
た
。

共済活動 	県連による自発的な活動
①利用の促進（福祉向上を前提）
②情報提供（商品概要の説明を含む）
③加入申込書提出代行
④共済掛金納入代行
⑤共済契約証書の配布

組合員からの委任に
もとづいて行なう

わが町、在所の

朝 日 町
ふるさと自慢ふるさと自慢

	▲漆喰の白壁に付け柱が美しい住宅

	▲青森ヒバの門扉（正面）
	▲横から

	▼裏から
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賃金実態調査結果について
賃金実態調査は全建総連が組合員の労働実態を把握
し、国会や関係省庁への陳情、要請活動における基礎
資料とすること等を目的に毎年、全国の組合員を対象
に実施しているものです。
本県では2年に一度、実施しており、本年は2023年
5月または6月のうち1カ月を対象に実施し、1,279人
の組合員より回答いただきました。
調査結果については、紙面の制約により詳細は掲示
できませんが、賃金等に関しては令和3年度、令和元年
度と比較して、概ねゆるやかな上昇傾向にあることが
見て取れます。（別表参照）
この賃金上昇の流れを確実なものとするため、全建
総連では「持続可能な建設業の実現に向けた100万人
国会請願署名」を行うこととしており、組合員の皆様
の協力をお願いします。
また賃金実態調査についても、継続的な実態把握の
観点から、毎年の実施も検討しますので、引き続き、協
力いただきますようお願いします。

【労働者】日給制の人は、1日あたり� （単位：円）
R5 R3 R1

労働者 15,509 13,997 13,892

 【一人親方・手間請】
一日当たりの収入（報酬）額と経費� （単位：円）

R5 R3 R1
1日	(a) 20,677 20,279 20,262
経費(b) 2,934 2,329 2,540
賃金(a)-(b) 17,992 17,950 17,722

組織拡大をめざして　全建総連　組織部長　竹谷 英幸
23年6月末の組織基本調査では、残念ながら実増をかち取ることは叶わず、61万4,090人（昨年同月比
7,845人減）となりました。しかし、厳しい状況にありながらも、10県連・組合が増勢を果たすとともに、
減少傾向に歯止めをかけるなど、秋の拡大月間に向けた機運は出来ています。
組合をめぐる情勢としては建設業就業者数が減少する中、建設国保の3つの危機（国保組合補助制度の見
直し、被用者保険の適用拡大、保険証廃止による帰属意識の低下）、2025年問題（団塊の世代が後期高齢者
医療制度への移行完了）等もあり、「建設国保依存型からの脱却」と「若年層と事業所拡大」を進めなければ
組織存亡の危機に直面しかねません。
10年後、20年後を見据え、持続可能な組合とするべく、CCUS登録などの多様化した要求に応える拡大
へ移行し、深刻化を増す高齢化、その克服のための「若年層拡大」への挑戦と「事業所の育成・強化と拡大」
の好循環を作り出すべく、「若年層と事業所拡大」を本気で進めて行く必要があります。そのためには、組合
員訪問と組織内事業所訪問を行い、仲間の困りごとを聞き出し、組合が共に問題解決していく姿勢を見せる
ことで、仲間からの信頼を高め、仲間が仲間を呼ぶ好循環を作り出していくしかありません。
また、対面行動を拡大行動の基本とした上で、第2段階として、若年層の拡大や組合の認知度と信頼を一
層高める必要があります。そのため、デジタル・IT（インターネットやSNS）の力を活用し、外部からの対
象者の流入を加速させるなど、デジタル・ITとリアルを融合させた拡大方法を実装し、組織拡大の新たな原
動力とし、あらゆる運動を総動員して総合的な拡大運動を展開する事が重要となります。
更には、拡大行動や組合事業を下支えし、共に行動する。プロの活動家である書記局・専従者の育成強化
は更に重要となります。特に拡大行動は役員と書記局の両輪で進めなければ「拡大は出来ない」という事が
全国の仲間の経験から証明されています。
現在、多くの組合では、5つの不足（行動、情報、想像、人材、情熱）の事態に直面しており、この事態
を打開するためには、「行動」を起こすしかありません。
この秋の月間は、感染症法上の位置付けが5類に移行し、コロナ共生への社会的容認度が更に高まりを見
せ、「行動しない理由が無い」中での取り組みとなります。富山県連においても、組合員訪問、事業者訪問に
挑戦し、仲間に寄り添い、悩みを引き出すなど、仲間に依拠した拡大とデジタル・ITの力を活用した新たな
拡大手法の導入など、脱退防止と組織拡大・強化を同時に推し進めていくことが富山県連の未来となります。
組合を良くするのも、悪くするのも、皆さん一人ひとりの自覚の問題です。建設業を取り巻く様々な厳し
い情勢の中で、「組織拡大・強化」の実現のためには、富山県連の仲間の力が今まさに必要となっています。
ぜひ、皆さんの豊かな経験と知識、そして行動力を組合に貸していただきたいと思います。様々な課題を正
しく認識しながら対応を図り、全力で組織拡大を展開し、この秋の拡大月間を成功させましょう。
北信越地協のトップリーダーとして、富山県連の役職員、更には組合員の仲間の奮闘に期待します。共に
頑張りましょう。
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インフルエンザ予防接種のお知らせ

＜特定健診の対象年齢の方＞
マイナポータルで特定健診の情報が見られるようになりました

10 月～ 12月の間に接種されたものに限り、１人 2,000 円を上限として申請できます。
（年度内１回のみ）
※�２回法（＊）の場合は、総費用のうち2,000 円を上限とします。
なお、接種料が2,000 円未満の場合は、その接種料が助成金額となります。

※�申請は、年度末（３月末）までの提出にご協力をお願いいたします。

申請書の記入方法
建設国保の申請書は、１人につき２回分を記入できますが、これは、２回法（＊）を想定
してあるためです。（２回法については、下記参照）
１回のみ接種される場合は、２回目の日付は未記入でご提出ください。
また、２回法で予防接種を受けた場合は、必ず２回分まとめて申請してください。

マイナンバーカードの保険証利用登録を行った方は、令和２年度以降に受診
した特定健診等の結果を、マイナポータルで閲覧することができます。
ご自身の健康管理にご活用ください。
閲覧が可能になる時期：受診の２～３か月後
※健診情報提供の有無等により、前後する場合があります。
※建設国保へ情報が提供され、特定健康診査の項目が揃っている方に限ります。

申請書提出先
上記①と②を、所属の地域建築組合へ提出してください。

申請方法

②以下のいずれかを添付（コピー可）
■�領収書（「インフルエンザ」の記載あり）
■�領収書（「インフルエンザ」の記載なし）＋明細書
■�請求書兼領収書

① インフルエンザ 
予防接種助成申請書

●�地域組合の事務担当者にお問い合わせください。
●�保険証番号ごとにまとめてご記入ください。

+

＊２回法について（厚生労働省より）
13 歳以上の方は原則 1回接種、13歳未満の方は原則 2回接種�を推奨されています。

建設国保への加入、脱退の届けは、速やかに行ってください。
組合員や家族の脱退など異動の届けについては、国民健康保険法施行規則で、社保等
の加入日から１４日以内に国保組合に行うよう義務付けられています。なお、被保険者証
は自動的に切り替わりませんので脱退の手続きが必要です。なお、脱退届の提出が遅れ、
３カ月を超えた場合は、保険料の返還は３カ月分のみとなりますのでご注意ください。
※�資格喪失後に国保の被保険者証を使われた場合には、医療給付費を返還していただくこと
になります。
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●タテのキー
①○○○○は発明の母
②古くなった機械に来る
④イガに包まれた秋の果実
⑤1965年に発見された西表山猫が生息する県
⑥ラジウムやポロニウムを発見してノーベル賞を受賞した夫妻
⑧1502年にアメリカ大陸を発見したイタリアの航海者
⑪ルネサンスの三大発明といえば火薬、羅針盤と活版�
○○○○

⑮カロザースが発明しデユポン社が発売した合成繊維
⑰ダイバーも滅多にお目にかかれないといわれるオニイトマ
キエイ

⑱メトロノームが発明された1812年は日本では○○時代
⑲「なっかなか発明品が完成しないよー…」
㉑発明家のもとに参上して手伝いをしてくれる人
㉒1871年から発掘を開始しシュリーマンが発見した○○○
の遺跡

㉔お殿様が住む建物
㉕チューブ
㉖東洋航路を発見したポルトガルの航海者バスコ・ダ・○○
●ヨコのキー
①エレキテルや寒暖計を発明した戯作者○○○源内
③発明王エジソンが発明したレコードプレーヤー
⑦避雷針を発明したフランクリンが雷の実験の際に空にあ
げたもの

⑨ベルの発明品である電話はまさに文明の○○
⑩日が暮れてまだ間もない時
⑫淡紅色のワイン
⑬ウッドの発明したウッド合金に含まれる柔らかくて展性に富
む金属

⑭バスやタクシーの料金
⑮泥棒を捕えて○○をなう
⑯野暮なこと
⑱1895年にレントゲンが発見した○○○○線
⑳ラブストーリー
㉒1000kgで１○○
㉓エジソンが発明した白熱電球のフィラメントに使用された
植物

㉔伴奏音楽に合せて泳ぎ美しさを競う水中競技
㉗1820年にメロス島で発見された大理石の女性像○○の
ヴィーナス
㉘1866年にノーベルが発明した、ニトログリセリンを原料とす
る爆薬

偉大な発明・発見
～こうして科学が進歩してきた～

●先回の解答　シーラカンス
●当選者　厳正な抽選の結果、次の５名の方に決定しまし
た。（敬称略）		
光家　美来（富山）　　下関美和子（富山）
高瀬　啓子（魚津）　　西谷　隆志（西高岡）
大門　俊文（福野）

●応募方法　Ａ～Fの文字を順番に並べてできた言葉（解
答）と郵便番号・住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記
入の上、下記までお送りください。FAXでも受け付けます。
５名様（正解者多数の場合は抽選）に1,000円分の図書
券を進呈します。解答と当選者は匠217号で発表します。

●応募締切日　令和５年11月30日（木）消印有効
●送付先
・	〒939-8251	富山市西荒屋25-４	
富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係
・FAX：076-428-8277

●
物
故
会
員
名

（
令
和
５
年
7
月
21
日
～
10
月
10
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

岩

瀬　

吉
野　

良
三

64
歳

般
若
野

三
屋　

勝
治

70
歳

以
上
２
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

は
し
ご
を
の
ぼ
っ
て
い
く

天
じ
ょ
う
の
ひ
く
い
へ
や
も

あ
っ
て
、
そ
こ
で
に
ん
ぎ
ょ

う
で
あ
そ
ん
だ
り
ご
ろ
ご
ろ

ね
た
り
も
し
ま
す
。　
　
　

コ
ロ
ナ
で
外
に
あ
そ
び
に

い
け
な
い
時
に
は
、
に
わ
に

ブ
ラ
ン
コ
を
つ
く
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ
そ
ん

だ
の
で
ブ
ラ
ン
コ
が
大
す
き

に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

ベ
ッ
ド
や
つ
く
え
も
つ

く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
き

な
木
を
も
っ
た
り
す
る
の
で
、

お
と
う
さ
ん
の
う
で
は
、
ム

キ
ム
キ
で
力
も
ち
で
す
。
だ

か
ら
、
わ
た
し
を
も
ち
あ
げ

て
あ
そ
ん
で
く
れ
ま
す
。　

お
し
ご
と
が
休
み
の
時

は
、
わ
た
し
と
い
っ
ぱ
い
あ

そ
ん
で
ね
。　
　
　
　
　
　

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
、

大
工
さ
ん
で
す
。　
　
　
　

わ
た
し
の
お
う
ち
は
、
お

と
う
さ
ん
が
つ
く
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
１
か
い
だ
て
の
木

が
い
っ
ぱ
い
つ
か
っ
て
あ
る

木
の
か
お
り
が
ぷ
ん
ぷ
ん
す

る
お
う
ち
で
す
。
前
に
す
ん

で
い
た
ア
パ
ー
ト
と
ち
が
っ

て
、
か
く
れ
る
場
所
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
の
で
、
か
く
れ
ん

ぼ
が
楽
し
い
で
す
。
ぐ
る
ぐ

る
走
り
回
れ
る
よ
う
に
も

な
っ
て
い
て
工
夫
し
て
い
る

な
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　

澤井 峰春
（新川地協	立山支部）

　

立
山
支
部
で
青
年
部
長
を
し
て
い

る
澤
井
峰
春
で
す
。

青
年
部
長
を
務
め
る
の
が
二
度
目

の
再
登
板
に
な
り
ま
す
。
立
山
支
部

も
他
の
地
協
と
同
じ
よ
う
に
若
手
不

足
は
深
刻
で
、
か
つ
、
組
合
員
の
協

力
姿
勢
も
乏
し
い
現
状
に
危
機
感
を

抱
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
渦
で
さ
ら

に
こ
の
危
機
感
は
加
速
し
た
か
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
危
機

感
を
憂
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の

で
、
僕
は
役
目
を
引
き
受
け
た
か
ら

に
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

僕
は
「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
、

デ
ザ
イ
ン
の
楽
し
さ
」
を
少
し
で
も

地
域
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
身
が
二

児
の
父
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

想
い
は
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
も
伝

え
た
い
気
持
ち
が
強
い
で
す
。

立
山
支
部
で
は
「
職
人
さ
ん
に
出

も
の
づ
く
り
や
デ
ザ
イ
ン
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い

会
う
日
」
以
外
に
も
、
商
工
会
議
所

主
催
の
「
立
山
祭
り
」
に
参
加
し
て

も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

一
度
目
の
任
期
時
は
、
さ
し
が
ね

術
を
活
か
し
た
正
八
角
形
の
描
き
方

を
展
示
し
、
正
八
角
形
の
天
板
を

使
っ
た
ス
ツ
ー
ル
を
制
作
し
ま
し
た
。

沢
山
の
木
の
種
類
に
触
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
12
種
類
の
木
を
用
意
し

て
、
埋
木
（
ダ
ボ
）
を
文
字
盤
と
し

た
時
計
作
り
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

再
登
板
の
今
年
は
、「
折
り
た
た
み

収
納
式
で
持
ち
運
べ
る
い
す
」
を
デ

ザ
イ
ン
・
提
案
し
て
、
い
す
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

幸
い
、
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
列

が
つ
く
ほ
ど
完
売
御
礼
で
、
楽
し
そ

う
で
満
足
そ
う
な
子
供
た
ち
の
笑
顔

を
見
れ
る
と
、
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た

な
と
励
ま
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
親
子
連
れ
の
お
声
も
聞

け
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

表
向
き
は
子
供
向
け
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
は
い
え
、
僕
は
制
作
物

に
デ
ザ
イ
ン
性
を
加
え
る
こ
と
で
大

人
も
子
供
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
制
作

し
て
も
ら
い
、
日
常
生
活
で
も
使
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
の
で
、
ね
ら
い
と
し
て
は
大
成
功

で
し
た
。
個
人
で
は
こ
こ
ま
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
で
き
な
い
け
れ

ど
、
建
築
組
合
や
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
の
お
か
げ

で
実
現
で
き
た
こ
と
だ
と
思
っ
て
感

謝
し
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
デ
ザ

イ
ン
の
楽
し
さ
に
実
際
に
触
れ
て

学
ぶ
こ
と
は
、
住
ま
い
や
暮
ら
し

に
つ
い
て
考
え
る
「
住
教
育
」
に

も
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
住

教
育
」
は
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て

い
な
い
言
葉
で
す
が
、「
衣
・
食
・

住
」
の
言
葉
か
ら
も
連
想
で
き
る

よ
う
に
、
こ
の
３
要
素
は
生
き
る
う

え
で
非
常
に
重
要
で
あ
り
、「
住
」

を
考
え
る
こ
と
は
学
校
で
は
ま
だ

ま
だ
教
え
て
く
れ
な
い
分
野
で
す
。

「
住
」
の
分
野
に
携
わ
っ
て
い
る
自

分
だ
か
ら
こ
そ
、「
住
」
に
繋
が

る
「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
デ

ザ
イ
ン
の
楽
し
さ
」
を
身
の
回
り

に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
興
味
・

関
心
を
も
つ
人
が
一
人
、
ま
た
一

人
と
増
え
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来

も
の
づ
く
り
や
建
築
の
道
に
進
ん

で
く
れ
る
子
供
た
ち
に
少
し
で
も

繋
が
っ
た
ら
い
い
な
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
自
分
の
青

年
部
長
と
し
て
の
任
期
が
終
わ
っ

て
も
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

細
々
と
続
け
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●今回のお父さん
新川地協	立山支部　中山 雄三さん

第39回全国青年技能競技大会が開催される
全建総連主催の第39回全国青年技能競技大会
が9月16日（土）から18日（月）に埼玉県熊
谷市「彩の国くまがやドーム」で、全国から28
県連・県労組、55名が参加し開催されました。
本県代表として石田肇氏（小矢部支部「可西
大工」所属）が出場し、競技課題である「四方
転び踏台」に取り組み、付添いとして根塚県連
会長と宮永県連副会長（教育指導委員長）が参
加しました。
競技結果は惜しくも入賞には至らなかったものの、根塚会長によれば、石
田氏を含め出場者の技術レベルは全般的に非常に高く、いずれも甲乙つけ
がたいものであったとのことでした。
また若い大工が一つの会場に集い、共通の課題に一心不乱に取り組む姿
は独特な緊張感を感じさせるものであり、この感じを多くの若い大工の皆
さんに経験してもらいたいとの想いが根塚会長、宮永副会長より寄せられ
ました。
今年度は県連での予選会・勉強会には４名が参加し、全建総連の規定に
より１名の本戦出場となりましたが、県連の活動を盛り上げる意味でも、来
年度は複数名の本戦出場を目指し、より多くの方が予選会・勉強会に出場
されるよう、関係各位の協力をお願いします。

全建総連

富
山
私
立
大
久
保
小
学
校
２
年
　

中
山
ま
な
海
さ
ん

令和５年（2023年）10月23日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第216号　　( 4 )
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